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(57)【要約】
　照明装置は、異なる波長の光を放射するための少なく
とも２つのレーザ光源６と、少なくとも１つの前記レー
ザ光源６からのレーザビームを拡散面１０上に走査する
ためのスキャナ８と、放射される前記光が所望の照明パ
ターンを形成するように前記少なくとも１つのレーザ光
源６の調節及び前記スキャナ８の動作のうちの少なくと
も１つを制御するよう構成されるドライバ３と、所与の
期間の前記照明装置の平均スペクトル出力パワーが本質
的に一定であるように前記レーザ光源６に電力を供給す
るよう構成される電源４とを有する。本発明によれば、
所与の期間の前記平均スペクトル出力パワーが本質的に
一定に保たれる。これは、レーザ投影システムによって
可変走査パターンを投影することを可能にし、更に、部
屋を照明するのに用いられる前記装置の光出力などの、
前記システムのスペクトル光出力は一定のままである。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明装置であって、
　異なる波長の光を放射するための少なくとも２つのレーザ光源と、
　前記レーザ光源からのレーザビームを拡散面上へ走査するためのスキャナと、
　放射される前記光が所望の照明パターンを形成するように前記レーザ光源の調節及び前
記スキャナの動作のうちの少なくとも一方を制御するよう構成されるドライバと、
　所与の期間の前記照明装置の平均スペクトル出力パワーが本質的に一定であるように前
記レーザ光源に電力を供給するよう構成される電源とを有する照明装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の照明装置であって、前記所与の期間が人間の目の応答時間より短い照
明装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の照明装置であって、カラーセンサと、前記スペクトル出力パワ
ーのフィードバックを前記電源に供給するよう構成されるフィードバックパスとを更に有
し、前記電源が、前記フィードバックに基づいて前記スペクトル出力パワーを制御するよ
う適合される照明装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか一項に記載の照明装置であって、前記ドライバが、少なくと
も１つの走査パターンを記憶するためのメモリを更に有する照明装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか一項に記載の照明装置であって、前記ドライバが、走査パタ
ーンを受け取るための入力部を更に有する照明装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の照明装置であって、前記入力部が入力コネクタを有する照明装置。
【請求項７】
　請求項５に記載の照明装置であって、前記入力部が無線受信機を有する照明装置。
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれか一項に記載の照明装置であって、前記拡散面が、前記レーザ
光ユニットからの光を透過するよう構成される透過面によって形成される照明装置。
【請求項９】
　請求項８に記載の照明装置であって、前記レーザ光源がハウジング内に収容され、前記
透過面が前記ハウジングの出射窓によって形成され、故に、前記照明装置が、前記出射窓
を通して拡散光を放射するよう構成される照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明装置に関し、詳細には、装飾照明装置に関する。より特定的には、本発
明は、走査レーザ光を用いる照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　人工照明の分野においては、色及び照明パターンの両方の点で可変の照明を供給するニ
ーズが増大している。可変照明パターンを供給するための既存のソリューションは、一般
的に、かさばり、高価であり、照明アプリケーションに適さない。例は、画像を投影する
ための様々なタイプの投影システムを含む。
【０００３】
　レーザ光は、照明アプリケーションにおいては非常に限定的にしか用いられていないこ
とが分かった。特開平９－３０７１７４は、点状光源をもたらす、レーザ光源及びディフ
ューザを有する照明装置の例である。
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の目的は、可変照明パターンを生成するための効率的な照明装置を提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　これら及び他の目的は、照明装置であって、異なる波長の光を放射するための少なくと
も２つのレーザ光源と、前記レーザ光源からのレーザビームを拡散面上へ走査するための
スキャナと、放射される前記光が所望の照明パターンを形成するように前記レーザ光源の
調節及び前記スキャナの動作のうちの少なくとも一方を制御するよう構成されるドライバ
と、所与の期間の前記照明装置の平均スペクトル出力パワーが本質的に一定であるように
前記レーザ光源に電力を供給するよう構成される電源とを有する照明装置によって達成さ
れる。
【０００６】
　照明装置において走査レーザ投影ユニットを用いることによって、様々な照明アプリケ
ーションに適した可変装飾パターンを生成することが可能であり、同時に、これらのパタ
ーンからの光は、部屋を照明するのに用いられ得る。前記装飾パターンは、暗い背景上の
着色線、暗い背景上の着色点、着色背景上の着色点、白色背景上の着色点などから成り得
る。
【０００７】
　走査レーザをベースにしたマイクロ投影システムは、技術的には実現可能になりつつあ
り、高効率且つ低コストになりつつある。レーザ光源は非常に効率的であるので、前記照
明装置は電力効率が良い。 
【０００８】
　前記投影ユニットは、異なる光放射スペクトルを持つ複数のレーザ光源を用いることに
より、有用な光スペクトルを具備し、形状及び大きさだけでなく、色も変えられ得るパタ
ーンを生成することが出来る。レーザ光源の数は、３つ、例えば、赤色、緑色及び青色で
あり得るが、より多くすることもでき、別の色を含むことも出来る。多様な色のレーザを
含むことによって、前記照明装置の演色評価数は増大され、広範囲の色温度が得られ得る
。或る実施例においては、前記レーザの色は、走査レーザ投影ユニットにおいて従来から
用いられているような、赤色、青色及び緑色であるが、これは、決して本発明を限定する
ものではない。
【０００９】
　本発明によれば、所与の期間の前記平均スペクトル出力パワーは本質的に一定に保たれ
る。これは、前記レーザ投影システムによって可変走査パターンを投影することを可能に
し、更に、部屋を照明するのに用いられる前記装置の光出力などの、前記システムのスペ
クトル光出力は一定のままである。ここでは、「スペクトル出力パワー」という表現は、
前記光のスペクトル成分、即ち、放射される色のスペクトル、及び前記光の強度の両方を
含むよう意図されている。これらの要素を本質的に一定に保つことにより、前記照明装置
は、周囲における影の変化又は色の変化をもたらさないであろう。更に、放射される前記
光は、ちらついているとは知覚されないであろう。 
【００１０】
　前記スペクトル出力が一定である期間は、好ましくは、人間の目の応答時間より短い。
これは、生じる変化が、確実に、目では知覚されないような短い時間尺度のものであるよ
うにする。
【００１１】
　スペクトル出力パワーの制御は、前記電源に前記スペクトル出力パワーのフィードバッ
クを供給するよう構成されるフィードバックパス及びカラーセンサを有する制御システム
によって達成されることができ、ここで、前記電源は、このフィードバックに基づいてス
ペクトル出力パワーを制御するよう適合される。このソリューションは、前記スペクトル
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出力パワーが、確実に、実際の放射される光に基づいて制御されるようにする。
【００１２】
　他の例においては、前記電源は、前記レーザ光源の予測される性能に基づいて前記スペ
クトル出力パワーを制御する。このような制御システムは、いかなるフィードバックも必
要としないが、温度などの、前記光源の性能に影響を及ぼす状況の変化に対して弱いかも
しれない。
【００１３】
　前記拡散面は、好ましくは適切なコーティングで覆われた、壁部又は天井のような反射
面であり得るが、前記レーザ光源からの光が前記面を介して伝達されるように透過型であ
ることも出来る。 
【００１４】
　或る実施例によれば、前記拡散面は、前記レーザ光源が収容されるハウジングの出射窓
である。このような設計は、確実に、前記レーザ光がユーザの目に直接入射することがな
いようにし、レーザをベースにした照明ユニットを任意の環境において使用するのを安全
にする。このようなハウジングはまた、影響されやすいレーザを環境から保護し、且つレ
ーザ光が、拡散出射窓によって拡散されない限り、前記装置から漏れ出ないことを確実に
する。
【００１５】
　前記ドライバには、様々な走査パターンを記憶するためのメモリが装備され得る。更に
、それは、走査パターンを受け取るための入力部を具備し得る。前記入力部は、ＵＳＢ、
ＩＥＥＥ１３９４、シリアルバス若しくはパラレルバスなどのコネクタであり得る、又は
ＲＦ受信機、ＩＲ受信機、ブルートゥース受信機若しくは無線ＬＡＮなどの無線受信機で
あり得る。
【００１６】
　ここで、本発明の現在好ましい実施例を示している添付図面を参照して、本発明のこれ
ら及び他の態様をより詳細に説明する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　図１は、本発明の第１実施例による照明装置を示している。前記装置は、好ましくは　
プライベートな環境又は公共の環境において照明器具として使用することを魅力的にする
形状及び材料の、ハウジング１を有する。
【００１８】
　このハウジング内には、レーザ走査ユニット２、レーザ走査ドライバ３及び電源４が配
設される。電源は、バッテリパック（図示せず）などの内部電源を具備し得る、又はＡＣ
電源５に接続され得る。
【００１９】
　レーザ走査ユニット２は、１つ又は幾つかのレーザ光源６と、レーザ光源からの光を組
み合わせて１つのビームにするための光学素子７と、表面にこのビームを走査するための
走査ミラー８とを有する。マイクロプロジェクタ(micro beamer)とも呼ばれるこのような
レーザ走査ユニットは、当業界においては既知であり、例えば米国特許出願公開第US6,58
3,912号に記載されており、参照により本願明細書に盛り込まれる。
【００２０】
　レーザ走査ユニット２は、異なる光放射スペクトルを持つ幾つかのレーザ光源を有し得
る。例えば、レーザ走査ユニット２は、全可視スペクトルの光の生成を可能にするために
、赤色、緑色及び青色のレーザ光源を有し得る。しかしながら、光源の数は、３つには限
定されず、それどころか、照明装置は、異なる波長を持つ複数のレーザ光源を含んでもよ
く、このようにして、より一層優れた演色評価数を供給し得る。
【００２１】
　更に、ハウジングは、例えば透明なプラスチック材料で作成される拡散出射窓１０が嵌
め込まれる開口部９を具備する。出射窓は、レーザ走査ユニット２からの光を拡散するよ
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う適合され、故に、出射窓１０の外側部１０ａから放射される光は、もはや人間の目に有
害ではなく、且つレーザからの光は、部屋全体を全方向照明する。
【００２２】
　ドライバ３は、レーザ走査ユニット２に接続され、拡散出射窓１０における様々なパタ
ーンの生成を可能にするために、レーザ光源６からの光を変調するための制御信号１２を
レーザ光源に供給するよう適合される。ドライバは、メモリ内に記憶される多数の異なる
パターンであって、ユーザによりセレクタスイッチ１３を用いて選択可能な多数の異なる
パターンを予めプログラムされ得る。他の例においては、又は組み合わせて、ドライバは
、ＵＳＢ端子又は（無線）ＬＡＮ接続部などの入力部１４であって、前記入力部を介して
パターン情報がドライバ３にロードされ得る入力部１４を具備し得る。
【００２３】
　電源４は、ドライバ３及びレーザ走査ユニット２に電力を供給するよう構成される。電
源は、所与の期間中の平均光スペクトルが一定であるように電力出力を調整するよう適合
される。この期間は、ほぼ、人間の目の応答時間であるよう、即ち、約10msであるよう選
択され得る。人間にスペクトルパワーが一定であると知覚されるスペクトル安定性を光に
与えることによって、照明装置は、環境に望ましくない色彩効果をもたらさずに様々なパ
ターンで照明することが出来る。
【００２４】
　使用中、レーザ走査ユニット２は、レーザ光源６からの変調光を出射窓の内面上に走査
することによって所与のパターンを備える光を生成するようドライバによって制御される
であろう。出射窓を出る光は、拡散され、出射窓１０を直接覗き込む場合でも、もはや人
間の目に有害ではなく、部屋の滑らかな照明を供給するであろう。
【００２５】
　或る実施例によれば、光スペクトル出力パワーの制御は、レーザ光源６から放射される
光を受け取るよう構成されるカラーセンサ１５と、これらのセンサ１５からの情報をドラ
イバ３及び／又は電源４にフィードバックするよう構成されるフィードバックパス１６と
を有する制御システムによって供給される。このようにして、電源４及び／又はドライバ
３は、スペクトル出力のフィードバックを供給され、このフィードバックに基づいて照明
装置のスペクトル出力を制御するよう適合される。このような光フィードバックは、例え
ばＬＥＤ照明システムにおいてよく知られており、詳細には説明しない。本発明のこの実
施例による照明装置に関するこのような制御システムの目的は、制御システムによって、
ドライバ３及び電源４が、スペクトル光出力パワーを、所与の期間にわたって一定のまま
にするよう調整することが出来るようにすることにある。
【００２６】
　本発明が決して上記の好ましい実施例に限定されないことは、当業者には分かるであろ
う。それどころか、添付した請求項の範囲内で多くの修正例及び変形例があり得る。例え
ば、ドライバは、光の変調だけでなく、レーザ走査ユニット２の走査も制御するよう構成
されてもよい。
【００２７】
　更に、本発明は、拡散出射窓を持つ装置に限定されない。別の実施例においては、（レ
ーザ光源、スキャナ及びドライバを含む）レーザ走査ユニットは、ディフューザから分離
され、ここで、ディフューザは、部屋の中の天井及び／又は壁部の、好ましくは適切なコ
ーティングで覆われる、表面である。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明による照明装置の実施例の概略図を示す。
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【国際調査報告】
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